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ァルチュール・ランボーの「斜面」
〈Illuminations〉における斜面上の運動から
新家 桂
1. イマージュから聴覚へ／追跡の始動
Oh! les pierres precieuses qui se cachaient, — les fleurs 
qui regardaient deja. 
〈Apresle Deluge〉において，新たな世界の創造を見つめているのは，
語り手だけではない。ひとつひとつのイマージュを捕える視線の持ち主は，
最初に出現する〈unlievre〉（蜘蛛の網を透かして祈りをあげる）をはじ
めとして，この部分の〈lesfleurs〉，そして〈lesenfants〉（不思議なイ
マージュ群を見つめる）と，複数の存在である。視覚のみならず聴覚につ
いても，〈laLune entendit les chacals piaulant par les deserts de 
thym, 〉の部分が示すように，語り手1人の所有する感覚のみが語られる
のではない。織り込まれてゆくさまざまなもの，イマージュを構成するも
のたちの感覚によって，この再生のイマージュが共有され，誰のものでも
ない匿名のイマージュ群になってゆく。
次々と提示される連続性のない数々のイマージュに目眩を覚えながらも，
それらは背後の機械からスクリーンに投射されたもののごとくであり，我々
とイマージュとの距離は遠い。〈Illuminations〉の世界を踏破してゆく，
歩行運動の大好きな語り手も，〈Apresle De luge〉の中ではイマージュ
との距離を大きくとり続ける。その隔たりを突然に破るのが，次の部分だ。
Puis, dans la futaie violette, bourgeonnante, 
Eucharis me dit que c'etait le printemps. 
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ここで大洪水後の新世界のイマージュが閉じられ，語り手は，大洪水の
再開を呼ぶ呪文を唱え始める。ここに現われている，イマージュからの直
接の働きかけに注目したい。この聴覚への働きかけは，イマージュとの近
接遭遇であり，これが新たな終末への企みの引きがねとなるのである。イ
マージュから聴覚への同様の働きかけが，〈Aube〉の以下の部分にも見ら
れる。
La premiere entreprise fut, dans le sentier deja empli de 
frais et blames eclats, une fleur qui me dit son nom. 
一輪の花から語り手へのこの働きかけが，最初のたくらみ，である。こ
の働きかけゆえに，語り手はもはやイマージュとの距離をとりきれずに，
イマージュの虜（追跡者）と化してゆく。次に，〈Aube〉および〈Conte〉
に見られる，［イマージュとの接触＝死］の構図を考えてゆきたい。
2. イマージュとの接触＝死／斜面上の眠り
「曙」は「暁の女神」，「私」は「少年」という可視の存在となり，「少年」
が「女神」に接触するとき，〈Aube〉のドラマは覚醒という形で幕を閉じ
る。
En haut de la route, pres d'un bois de lauriers, je l'ai 
entouree avec ses voiles amasees, et j'ai senti un peu son 
immense corps. L'aube et l'enfant tomberent au bas du 
bois. 
Au reveil il etait midi. (Aube) 
Un soir il galopait fierement. Un Genie apparut, d'une 
beaute ineffable, inavouable meme. De sa physionomie et 
de son maintien ressortait la promesse d'un amour multiple 
et complexe! d'un bonheur indicible, insupportable meme! 
Le Prince et le Genie s'aneantirent probablement dans la 
sante essentielle. Comment n'auraient-ils pas pu en mourir? 
Ensemble done ils moururent. 
(Conte) 
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いずれの作品でも，〈L'Aube〉および〈UnGenie〉との接触が終焉を
招いている。しかし，双方，終焉する世界とは別にもうひとつの世界が存
在し，一方の終焉はもう一方への回帰にすぎない。接触＝距離ゼロになっ
た瞬間，〈Aube〉の jeは〈l'enfant〉に客体化され，覚醒した語り手と
イマージュとの距離は再び，果てしなく遠いものとなる。〈Conte〉の
〈Prince〉は，イマージュとの接触＝死によってひとつの世界を閉じられ
たにもかかわらず，別の世界で「世間なみの年令で」別の死を迎えるので
ある。
えも言われぬ美しさを備えたものとの接触がもたらす死は，〈dansla 
sante essentielle〉の死であると語られる。この死は能動的な死であり，
魅惑的な死である。そしてこの死が， もうひとつの世界への回帰と，そこ
での継続を可能ならしめるという点において〈dansla sante essentielle〉
の死なのである。〈L'Aube〉や〈UnGenie〉の魅惑の過剰を支えきれな
いために自ら向かってゆくこの意図的な死は，同様に魅惑の過剰を支えき
れないが生を継続してゆくべく定められている存在のための代償としての
死である。
Un soir, j'ai assis la Beaute sur mes genoux. —Et je l'ai 
trouvee amere. — Et je l'ai injuriee. 
(Une Saison en En/er) 
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Cela s'est passe. Je sais aujourd'hui saluer la beaute. 
(Une Saison en En/er) 
「地獄の季節」序文の中で酷いものと語られ，その堪え難さを膝の上で
支えきれないランボーの罵倒を浴びた「美」が，〈DeliresI〉では憎悪の
対象としてではなく， saluerできるものへと変貌しているのも，〈Aube〉
に見られる過剰なものの魅惑への対しかたを発見したからであろうか。
しかし，この対処のしかたは，主体の分裂を余儀なくし，自己同一性を
放棄するものである。〈je〉は，〈l'enfant〉と呼び名を変えられ， 3人称
化され，作品の中に，すなわち〈L'Aube〉を捕えた〈aubas du bois〉に
置き去りにされる。置き去りにされた子供は， (Illuminations〉の世界に
閉じこめられたままで，次のように描かれるだろう。
Des fleurs magiques bourdonnaient. Les talus le berr;aient. 
Des bates d'une elegance fabuleuse circulaient. 
(Enfance II) 
過剰なもの，堪え難いものに接触し， もうひとりの彼が生き延びるため
に死んだ少年は，〈le〉という代名詞によって指され，斜面に眠っている。
眠り続けなければならない。 I) なぜなら，語り手は，〈le〉を自らから分
離し眠らせておくことによって，〈je〉としての祐植を可能にしているの
1) 原稿では，この〈le〉にアンダ＿ラインが引かれていることから，この代名詞
に対するランボーの執着が指摘されている。また， ランポーの眠りについて
Jacques Plessenは次のように述べる。 〈Lesommeil apparart done 
souvent a Rimbaud comme une surabondance d'etre parce qu'il y 
retrouve la communication originelle avec la mere et avec la Nature: 
la Nature est l'element primitif auquel on se reinおgrepar la mort, 
…〉 (JacquesPlessen, Promenade et poesie: l'expression de la ma-
rche et du mouuement dans l'ceuure de Rimbaud, Mouton, 1967, 
p.28.) 
だから。
3. 「斜面」上の舞踏
Sur la pente du talus les anges tournent leurs robes de 
laine dans les herbages d'acier et d'emeraude. 
(Mystique)2l 
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忘れてはならないのは，〈Illuminations〉において「斜面」とは，捉え
がたい，堪え難い， immenseなものと接触し，そこで死んだ少年の場所
であるということである。この場所で描かれる天使達の舞踏は，寓話の動
物の回転運動3)は，感傷的に言えば，少年の死に手向けられた喪の踊り
とも言えるだろう。これらの求心的な旋回運動の見えない中心には，あの
「少年」が存在している。旋回運動は，少年を眠らせ続ける。4) 同時にそれ
がもう 1人の少年（それは，飽くなき歩行運動の継続者であり，その追随
者である読み手を含みこもうとする）に要求するのは，中心に引き込まれ，
あの少年と再び同一化することであろう。求心的な身振りが巻き込んでゆ
くこの同一化の作用は，あの「少年」が死を代償としてでしか体験しえな
2) <Mystique〉における視点については，「地面に横たわって見上げた情景」（チ
ボーデ）との説や，「円丘の底面の中心で見ている」（志村信英）とする説があ
る。
3) 〈Enfancell〉中の，〈Desbates d'une elegance fabuleuse circulaient. 〉
4) 〈EnfanceII〉中に．〈Ilya une fondriere avec un nid de bates blan-
ches. 〉との描写があるが，そもそも「巣」とは，眠りの場所である。また，
動物 の白という色彩は，初期韻文詩 <LesEtrennes des Orphelins〉で次
のように眠りと結びついていた。
- Le rave maternel, c'est le tiede tapis, C'est le nid cotonneux 
ou les enfants tapis, Comme de beaux oiseaux que balancent les 
branches, 
Dorment leur doux sommeil plein de visions blanches! 
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かったものを，我々に示そうとする企てである。そして我々は，少年の死
の場所である「斜面」上に，静的なイマージュではなく，動的な，時には
スピード感を伴うイマージュばかりが繰り返し展開されることに気づく。
4. 「斜面」上の上昇・下降運動
A droite l'aube d'ete eveille les feuilles et les vapeurs et les 
bruits de ce coin du pare, et les talus de gauche tiennent dans 
leur ombre violette les mille rapides ornieres de la route 
humide. 〈Ornieres〉
〈Ornieres〉ではこの後，過ぎ去った行列の運動が，斜面の轍の跡の上
に生々しく再現されてゆく。過去の運動が，斜面の上に再び投射されるの
だ。語り手が自らの堪え難さのスケープ・ゴートとして葬った少年を内包
している「斜面」が，再生されるイマージュをもまた受けとめてゆくのだ
が，これは誰によって見られたイマージュなのか。斜面上の轍は，斜面と
行列とが確かに接触したと証言しているが，その行列そのものの，最初に
在ったイマージュは，非人称のイマージュ：誰のものでもないイマージュ
である。主体としての歩行者とそれに追随する私たちが見るイマージュは，
最初に在ったイマージュのコピーにすぎない。このとき，斜面は映画のス
クリーンのごとくに機能していると言える。それは現在に位置しながら，
過去への反復的な立ち戻りを許された空間である。しかし，いま• ここで
再現される非人称のイマージュと，接触した／接触しているのは， この
「斜面」だけである。
斜面の位置は，〈Illuminations〉において， しばしば「境界」であるこ
とに注目したい。水平的な境界としては，〈Aube〉の〈aubas du bois〉
という場所の副詞句がそれを示し，〈Ornieres〉については次のように言
えるだろう。「轍」に付された形容詞〈rapides〉は，行列の運動が上昇で
はなく下降の運動であったことを示している。この下降の運動の方向性
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は，〈unepastorale suburbaine〉が示す。すなわち，外側へ向かって流
れ出てゆく急速な下降運動なのである。語り手は，斜面が加速するこの運
動に終点をもうけることをしない。斜面は，死を引き連れた祝祭を載せた
複数の山車のイマージュを，終わることなく外側へ，他処へ排出し続ける。
これと同様に斜面での下降運動が，〈EnfanceII〉にも描かれる。
1 y a une petite voiture abandonnee dans le tailis, ou qui 
descend le sentier en courant, enrubannee. 
〈Omieres〉の斜面が過去と現在という断絶した 2つの時を往復しうる
場である（行列そのもののイマージュ／轍）のと並行して，やはり断絶し
た2つの時の往復（打ち捨てられた車／駆け下りる車）が，〈OU〉という
接続詞によって示唆されている。〈Omieres〉の山車が載せていた子供た
ちは， このあと再び次のように，境界の向こう側に出現する。
1 y a une troupe de petits comediens en costumes, aperc;us 
sur la route a travers la lisiere du bois. 
繰り返される形容詞〈petite/petits〉は，視点とイマージュとの距離
の大きさを表しうる。さて，過去分詞 aperc;uの動作主は，誰なのだろう
か。〈EnfanceII〉は，実は〈Aube〉の裏返しとも言える構成である。
Au bois il y a un oiseau, son chant vous arrete et vous 
fai t rougir. 
これが〈Aube〉の「最初のたくらみ」に相当すると言えるだろう。一
輪の花からその名を聴いたことによって始動した追跡を語る〈Aube〉と，
歌を聴くことによる歩行運動の停止に始まる〈EnfanceII〉の対照は，
以下のように成り立つ。
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〈Aube〉
① イマージュの〈je〉の聴覚への働きかけ
② (je〉の追跡の始動
③ 斜面上の上昇運動（少年／有意志）
④ 境界におけるイマージュとの接触（距離ゼロ）
⑤ 覚醒（死）
〈EnfanceII〉
① イマージュの〈vous〉の聴覚への働きかけ
② 〈vous〉の停止
③ 斜面上の下降運動（リボンを結んだ車／無意志）
④ 境界におけるイマージュとの距離の増大
⑤ 追跡される者としての〈vous〉
(1 y a enfin, quand l'on a faim et soif, quelqu'un qui vous 
chasse.) 
さて， aper≪tuの動作主は誰か，という点に戻りたい。この見ている主
体は，移動している主体である。〈1y a une cathedrale qui descend et 
un lac qui monte. 〉が，それを確証する。5) これは，歩みを止められた存
在〈vous〉からは，実現不能な知覚であるといえる。斜面上を移動する
カメラとしての主体があり（ただし，そのレンズの向けられた方向は固定
されている），そのカメラが録画した映像をスクリーン上に再現して視る
ならば，このような知覚が得られるのだ。言い換えれば， このような知覚
が得られるのは，像を捉える眼と，それの捉えた像を認識する脳とが，別
5) この主体の動性については，橋本和明，アルチュール・ランポー，小沢書店．
p.188. 
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の人間のものになった場合である。聞き手にとって初出のものの存在を提
示する Ily aの構文によって，聞き手である 2人称の〈vous〉は，録
画した映像を見せられている。そしてこれらのイマージュに魅せられるの
は〈vous〉の役割である。主体の名を明かされない，誰のものでもない
イマージュを捉える aper'tuの動作主は，名前を隠したカメラのごとき主
体と，それとは別に存在する〈vous〉の両名である。この「捉える」は
たらき，眼と認識とのはたらきが別々の人間の機能へと分割される時間の
始まりが，イマージュの聴覚への働きかけであったと考えたい。ここで
①の結果の②を， 2つの作品上で比較してみると，①の聴覚への働きか
けが自己同一性を破壊し，ひとりの人間を (je〉と〈vous〉とに分割した
と考えることが可能なのでははないだろうか。〈Aube〉には，登場しない
〈vous〉が隠れており，〈EnfanceII〉には，登場しない〈je〉が隠れてい
る。〈je〉と〈vous〉，そして語り手と暁の女神との間に，次のような関係
が成り立ちはしないだろうか。語り手と〈je〉が分裂するとき，〈Aube〉
のドラマが始動し，さらに〈je〉と〈vous〉とが聴覚への働きかけに
よって分裂する。このとき始動する追跡，ひとつは暁の女神を追い掛ける
(je〉の追跡，そしてもうひとつは〈vous〉を求める誰かの追跡，これら
は同一の追跡である。〈EnfanceII〉冒頭の〈vousfait rougir〉は，
〈vous〉が〈暁の女神〉となって (je〉から分離する瞬間である。これが，
〈EnfanceII〉の最終行において，〈vous〉が「追跡されるもの」と化す
所以である。
さらに，③の斜面上での運動については，次のように言うことができる
だろう。「リポンをつけた小さな車」の 2重のイマージュを，我々は 2通
りに考えることができる。 1つは，文字どおりに「車」自体が急速に下降
運動しているという解釈で，もう 1つは，〈je〉が急速に上昇運動をして
いるという解釈である。 (je〉が単なる可動カメラとしての機能を担うの
であれば，それを見せられ判断する〈VOUS〉の知覚は，すなわち眼を他
者に譲り渡した者の知覚は，静止した車を下降運動中の車と捉えるであろ
う。「車」字体に動力がない限りにおいて，「斜面」という地形は，このよ
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うな錯覚に必要欠くべからざる地形である。そしてこのような錯覚の表現
は，主体の分裂を明確に示しうる。
次に④の，境界におけるイマージュとの距離の表現について比較を試み
たい。〈Aube〉における女神との接触（＝距離ゼロ）は，〈je〉の経験す
る時間を止めて，語り手の時，通常の生活時間への回帰の機縁となる。し
かし，〈EnfanceII〉において可動カメラ的〈je〉のイマージュとの距離
は遠くなるばかりで，斜面から向こう側へは全く移動していないようだ。
そして最後に，〈je〉のレンズは〈vous〉に向けられる。この〈vous〉は，
前述のように「暁の女神」と等価であり，通常の生活時間への回帰は果た
さない。というよりもむしろ，通常の生活時間には存在しえない種類の存
在なのだ。また，〈je〉が〈vous〉を視るのは，鏡を視るようなものであ
る一この 2人は，いわば同一の者の視覚機能と認識機能との分離の産物
だからである。 (je〉が〈vous〉を追跡するのは，通常の知覚体験の逆行
(dejふvu)である。あるイマージュの認識が視覚に先行するなどというこ
とが有り得るだろうか。イマージュは， カメラの向きの反転に伴って，
視られるよりも前に認識され始めるのである。我々はこの例をすでに
〈Ornieres〉で知っている。〈Defilede feeries〉は，斜面上に投射され
る前からすでに認識されていた，過去のイマージュの想起であった。通
常の生活時間と並行して他所で流れている (je〉の線型時間とは別に，
〈vous〉の時間が存在すると仮定しよう。それは常に現在でしかない時
間であり，決して過去になることのない時間である。視覚や聴覚が過去の
体験としてあって，それが捉えたものを想起／再認識するとしても，その
認識という行為はつねに現在のものである。ある言葉を機縁としてその内
容を想起／想像するとしても，その想像という行為はつねに現在のもので
ある。〈vous〉は，この永遠に現在である時間の中に， 〈EnfanceII〉の
〈unehorloge qui ne sonne pas〉の時間の中に幽閉されている。過去も
未来もない時間の中に。この〈VOUS〉を追いかけてカメラが向きを変え
るのは，境界の向こう側＝小さな旅芸者のいる場所へは進めないからとい
うだけなのだろうか。再び，〈Mystique〉の最終部分から斜面を拾いだし
て考えてみたい。
5. 斜面のまとめ
Et tandis que la bande en haut du tableau est formee de 
la rumeur tournante et bondissante des conques des mers et 
des nuits humaines, 
La douceur fleurie des etoiles et du ciel et du reste descend 
en face du talus, comme un panier, contre notre face, et 
fait l'abime fleurant et bleu la-dessous. (Mystique) 
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〈tableau〉を構成する聴覚が描かれているが， このような聴覚の視覚的
表現は， これより前の部分にも見られる。(〈tousles bruits desastreux 
filent leur courbe. 〉)さらに抽象名詞の視覚的表現は，上の〈ladouceur〉
のみならず，〈Derrierel'arete de droite la ligne des orients, des 
progres. 〉のように，やはり繰り返し行なわれるものである。
さて，〈contrenotre face〉に注目したい。〈nous〉は〈je〉と〈vous〉
の双方を含むが，〈face〉は単数形で示されている。この主体は，〈je〉+
〈vous〉は，ひとつの顔をもつ存在である。この〈nous〉の眼は，視覚
によって先行されない認識の眼であり，また，認識によって先行されない
視覚の眼である。これはあらゆる感覚が未分化の状態でイマージュを捕捉
している。このような外界の捉えかたは，主体と外界との親和性を極限に
まで高めるものである。そして聴覚／視覚／嗅覚の混沌とした状態で知覚
された〈ladouceur fleurie〉は〈nous〉にぶつかり（接触），死へと通
じる深淵の口を開ける。それは，青く，花咲くような，魅惑的な深淵であ
る。深淵は，斜面の下方に位置する〈nous〉をイマージュが刺し貫くこ
とによって現われる。この深淵の出現のためには，〈je〉と〈vous〉とが
結合して〈nous〉になっていなければならない。〈EnfanceIl〉において，
移動カメラ〈je〉が境界を越えずに〈vous〉を追い始めるのは， この深淵
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を生ぜしめるためである。分裂した 2人の，別々の時間が， ここで重なり
合う。
それでは，〈Mystique〉の斜面は，なぜ斜面として設定されているのか。
〈nous〉の，あらゆる感覚が未分化である存在の眼は，斜面の背後まで
も見通している。(〈Derrierel'arete de droite…〉の部分。）そして，
山稜の腐植土を踏み固めた殺人や戦いの過去と，東方の進歩の未来とを共
に見通しているのだ。斜面はこの過去と未来との境界であり，〈je〉の時
間と〈vous〉の時間との交錯する地点であり，空と深淵との境界であり，
時間と空間とのあらゆる意味においての境界である。この選ばれた地点に
おいて，感覚は共感覚となり，それは直観にも似て，迅速に世界を把握す
る。歩行運動の大好きな語り手は，〈Illuminations〉の世界の一番奥にこ
の「斜面」を設定し，何度もそこを訪れるのだ。透明な斜面を見透かし，
死へと通じる深淵のすぐそばで，未分化の感覚の眼を，世界に向けるので
ある。
（本学非常勤講師）
